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無線通信ネットワーク

携帯電話、PHS、無線LAN、ZigBee、近距離無線通信シ
ステム、コグニティブ無線通信

コグニティブ無線ネットワークの通信効率を向上させる。

本発明によれば、複数の無線モジュールと送信先との間で確立される複数の無線
経路における全体の通信負荷が最小になるように無線通信が行われるので、コグ
ニティブ無線ネットワークの通信効率を向上させることができる。

本発明は、第１の無線モジュールと第２の無線モジュールと通信制御手段とから
構成されており、第１の無線モジュールは、マルチホップにて無線通信を行う第１
の無線システムを用いて第１の基地局にアクセスし、第２の無線モジュールは第１
の無線モジュールとは異なる第２の無線システムを用いて第１の無線モジュールと
並行して第２の基地局にアクセスし、通信制御手段は、第１の無線モジュールが第
１の基地局との間で確立する第１の無線経路と、第２の無線モジュールが第２の基
地局との間で確立する第２の無線経路とにおける全体の通信負荷が最小になるよ
うに第１、第２の無線モジュールにおける無線通信を制御する。


